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ロンドンの地下鉄の
エスカレータ
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エスカレータの乗り方の
国際スタンダード？
日本では
大阪は右側
東京は左側
どちらが国際スタンダード？
ロンドンでは？
ニューヨークでは？
京都では？
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Agenda
 IoTのイメージ
 Mooreの法則の終焉
 IoTの応用製品
設計手法の変遷
まとめ
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IoTのイメージ画像
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IoT（IPA）
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IoT（IPA）
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IoT（国内キャリア）
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IoT（国内電機メーカ）
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IoT（国内電機メーカ）
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IoT = System of 
Systems



株式会社 テクサー
項目 内容

会社名 株式会社 テクサー (Techsor Inc.)
設立日 2016年10月21日
所在地 本社：京都市 中京区，東京支社
資本金 840万円

製品とサービス
• インドア・ナビゲーション応用システムの製品開発・販売
• IoT用インフラ（LPWA）製品の開発・販売
• スマート・センサエッジ・システムの開発・販売

代表取締役 朱 強

メンバー 大阪大学の今井名誉教授をはじめ，各分野のトップ研究者・
トップエンジニアから構成
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スマート・センサエッジ・システムの提案
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• フレキシブル・デバイスを利用した
低コストのセンシング・システムを実現

• 消耗品として交換可能
• 短期間で開発が可能
• 生体情報センシングシステムに最適

• 最新のオープンソースプロセッサ RISC-V
ベースの ASIP を短期間で開発

• 機械学習，データ圧縮，暗号化などの機能
をアーキテクチャ拡張によって実現

• 高機能，高性能，低消費エネルギー

• LPWA/BLEに対応
• センサネットワークへの接続が容易
• 低消費電力のネットワークアクセスを実現

センサ

通信モジュール

ADC

LPWA
BLE

ASIP

圧縮
暗号化

機械学習
データ補正
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京都新聞
2017年6月29日
経済面

http://www.techsor.co.jp
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設計手法の変遷
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Moore’s Law
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http://pointsandfigures.com/2015/04/18/moores-law/



ITRS 2013 – Lithography-related 
Characteristics
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Virus’s Size
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Characteristics

		Year		2013		2014		2015		2016		2017		2018		2019		2020		2021		2022		2023		2025		2028

		Logic 1/2 Pitch (nm)		40		32		32		28		25		23		20		18		16		14		13		10		7

		DRAM 1/2 Pitch (nm)		28		26		24		22		20		18		17		15		14		13		12		10		7.7

		Flash 1/2 Pitch (nm)		18		17		15		14		13		12		11		10		9		8		8		8		8







Limitations
 Lattice Spacing of Si = 5.43 Å = 0.543 nm
 3 nm ≃ 5.5 Lattices
 Technical Difficulty
 Ultra Clean Room
 Very Fine Lithography
 Unstable Behavior
 Economical Difficulty
 Huge Investment to Fab 
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Moore’s Law and More 
(ITRS 2011)
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SiP: System in Package

SoC: System on Chip



More Moore vs 
More Than Moore

More Moore More Than
Moore

コンポーネント 均質 非均質

生産量 多量 少量

品種数 少品種 多品種

製造施設 Mega Fab Mini Fab
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Wireless Sensor Network for 
Health Monitoring at Home
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Source: BODYNETS 2014
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膀胱内圧および直腸内圧
データ用センシングノード
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大阪大学
東京工業大学
奈良県立医大
による共同開発
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Design Abstraction Level
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システムレベルIP
ディジタル回路
アナログ回路/RF（高周波）回路
受動素子
高電圧/パワー素子
センサー/アクチュエータ
バイオチップ
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高度医療機器
（生体情報センシング）
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自動運転システム
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設計メソドロジーの問題
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Front End
(FE)

Back End
(BE)

要求仕様

概念設計

機能設計

論理設計

物理設計

物理解析

製造設計

Functional
機能を定義、組
み上げる過程

Dimensional
物理的情報に
仕上げる過程

Manufacturable

標準

高位設計
C/C++
SystemC
SystemVerilig
IP-XACT

LPB相互設計
IEC 63055/
IEEE 2401

ODB++ IPC2581

連携

連携



IPベース設計に対する要請
問題点
動作の検証が困難（ブラックボックス）
ソフトIPの場合には、面積、動作周波数、消費電力

などの設計品質が予測困難
解決策
 IPプロバイダが動作モデルを提供する
動作モデルと合成可能モデルの整合性を保証する
代表的なテクノロジに対して、面積、動作周波数、

消費電力の値をユーザに公開する
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まとめ
 IoTは、Post Moore時代の典型的な製品
サーバ： More Moore
エッジ： More Than Moore
 IoTはSystem of Systems（メタシステム）
パラダイム・シフト
価値を生み出すのはモノではなくコト（サービス）
イノベーションが必要
ヘテロジニアス、多品種、少量
設計者の発想の転換が必要
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イノベーションを
起こすには
グローバライゼーションは必須
研究分野
地理的領域
文化・思考
時間軸
タコツボに入って

いては
イノベーションは
起こせない
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「たこつぼ」はローカル・スタンダード
「Silo」が国際スタンダード
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